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本日、ここに、平成３０年第４回羽咋市議会定例会が開かれる

にあたり、提出議案の大要と当面する諸課題への取り組みについ

て、ご説明申し上げます。 

 

はじめに、平成３１年度の予算編成方針について、申し上げま

す。 

国の「経済財政運営と改革の基本方針２０１８」によりますと、

日本経済は大きく改善しており、成長から分配への経済の好循環

は着実に回りつつあると分析しております。 

しかしながら労働生産性は、少子高齢化の進行、人手不足によ

り低下傾向にあることから、その引き上げに対する取り組みが不

可欠であるとしております。 

このような中、国は、人づくり革命および生産性革命を最優先

に取り組み、潜在成長率の引き上げを進め、成長と分配の経済の

好循環の拡大を目指すとしております。 

また、地方創生に向けて、現行の「総合戦略」の最終年度とし

て総仕上げを行うとともに、平成３２年度以降の「次期総合戦略」

の策定に取り組むことで、人口減少の抑制と地域経済の好循環を

図り、多様な地方創生への支援を推進していくこととしておりま

す。 

このような背景のもと、本市の平成３１年度予算編成方針では、

「羽咋創生」の最終年度として、「がんばる羽咋創生総合戦略」に

おける主要施策の自立・自走を目指すとともに、平成３２年度以
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降の「次期羽咋創生総合戦略」の策定に向けて取り組んでまいり

ます。 

具体的には、これまでの「がんばる羽咋創生総合戦略」の効果・

検証を行いながら、地域資源を活用した農業の６次産業化や地域

商社機能の充実、羽咋駅周辺整備によるまちなかの賑わい創出、

移住定住施策の拡大や子育て支援の拡充などにより、引き続き人

口減少対策や地域経済の好循環の推進に積極的に取り組んでまい

ります。 

一方で、人口減少社会への対応として、コンパクトなまちづく

りと住民主体の地域づくりを目指してまいります。 

公共施設の長寿命化計画の策定や地域の生活支援体制の充実

を図ることで、将来にわたって安全で安心な活力ある地域経済社

会の構築につなげてまいります。 

また、近年多発する豪雨などの災害を踏まえ、安全・安心なま

ちづくりを推進するため、インフラ面の整備を推進するとともに、

地域連携による防災体制や災害対応の充実などを図ってまいりま

す。 

予算編成においては、新年度予算編成と併せて、国の補正予算

の活用を図ることで、切れ目のない事業実施を目指していく考え

であります。 

歳入面では、市税において、景気の回復基調などから、雇用情

勢は着実に改善しているものの、納税義務者の減少などに伴い、

減収を見込んでおります。 
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さらに、地方交付税につきましても、人口減少などにより、増

収が見込めない状況であり、財政の健全化が求められる状況に変

わりはないものと考えております。 

こうした状況から、引き続き、事業の選択と集中を進めるとと

もに、ふるさと納税の推進などによる自主財源の確保に努め、一

層の創意工夫を図りながら、健全財政の維持に努めてまいる所存

であります。 

 

次に、羽咋駅周辺整備について、申し上げます。 

羽咋駅周辺整備につきましては、市民や商業者へのアンケート

結果や地元説明会でのご意見などを参考にしながら、羽咋駅周辺

整備基本構想案の取りまとめを進めております。 

基本構想案では、整備にかかる主な基本方針を「都市防災の機

能強化と災害時の避難空間の整備」、「子育て世代を中心に多世代

が集える場の創出」、「将来を見据えた都市機能の段階的な集約」

の３点といたしました。 

これらを基に、整備すべき機能や具体的な取り組みなどについ

て、議会をはじめ地域の皆様に、今後お示ししてまいりたいと考

えております。 

これからも市民の方々からご意見を伺いながら、人口減少およ

び少子高齢化を見据えた、持続可能なまちづくりに対応する基本

構想を策定してまいります。 
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次に、宅地分譲地の進捗状況について、申し上げます。 

島出町地内の夕日ヶ丘分譲地につきましては、１０月に整備工

事が完了し、現在、２４区画のうち６区画で契約に向けた手続き

を進めているところであります。 

このほかにも、数区画について購入に向けた問合せがあり、分

譲地購入に対する助成制度や本市の子育て支援策などの情報につ

いて詳しくご説明いたしております。 

分譲地の早期完売に向けて、引き続きチラシや地域情報誌など

を利用したＰＲを行うとともに、市内および周辺自治体の企業を

訪問し「夕日ヶ丘分譲地」の周知を図ってまいります。 

若者を中心に、様々な世代の方が充実した生活を送れるよう、

住環境の整備に取り組むことで、本市への移住定住を促進してま

いります。 

 

次に、工場用地の取得について、申し上げます。 

本市は現在、企業誘致や企業進出に対応できる一定規模の工場

用地を保有していないことから、羽咋市土地開発公社が１１月に

寺家工業団地内にある福井鋲螺株式会社能登工場の遊休地 

１０，２０６平方メートルをおよそ６，４８０万円で取得いたし

ました。 

本年度中に用地の造成工事を行う予定としており、企業誘致に

向け、県と連携しながら、より一層積極的に取り組んでまいる所

存であります。 
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次に、市内企業の事業拡大について、申し上げます。 

株式会社ステンレス久世は、高性能で高品質なステンレス管の

生産性の向上を図り、生産量を増加させるため、同社敷地内に新

たな工場棟の増設と最新の機械設備の導入を表明いたしました。 

投資額は、およそ３億１，３００万円で、地元雇用５人を含む

８人の新規雇用が予定されており、働く場や定住人口の確保に繋

がる明るいニュースであります。 

企業立地や事業拡大は、「がんばる羽咋創生総合戦略」の重点

施策である雇用創出につながることから、今後も積極的に推進し

ていく方針であります。 

 

次に、小中学校の冷房設備の整備について、申し上げます。 

本市では、児童および生徒の安全対策と教職員の健全な労働環

境の確保を図るため、全小中学校の普通教室とランチルームにお

いて、平成３１年夏までに冷房設備の整備完了を目指していると

ころであります。 

このたび、国が、全国的な冷房設備の整備要望を受け、新たに

「冷房設備対応臨時交付金」を設けたことから、本市も新交付金

の要望を行い、補正予算の確保に努めてまいりました。 

国の補正予算を活用し、平成３１年夏までに整備を完了するた

めには、交付金の内示後、速やかに工事に着手する必要があるこ

とから、実施設計の委託費を１１月に専決補正し、発注を行った

ところであります。 
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今後も、児童、生徒および教職員が適度な室温で授業に取り組

めるよう、適切な教育環境の整備に努めてまいります。 

 

次に、地域包括ケアの推進について、申し上げます。 

誰もが住み慣れた地域で、安心して笑顔で健康に暮らし続ける

ことができるよう、地域の皆様と共に「地域で支えあうまちづく

り」について考える懇談会を、公民館単位で順次開催していると

ころであります。 

懇談会では、高齢になってもそれぞれの地域で暮らし続けてい

くための具体的な助け合い活動や、その担い手の掘り起こしなど

について話し合いを重ねております。 

また、地域の実情に即した助け合いの仕組みを、地域が主体と

なって考える協議体の発足に向けた取り組みを行っております。 

これまでに一ノ宮、柴垣、滝谷、千里浜の４地区で懇談会を実

施しておりますが、去る１１月２８日に、市内で第１号となる 

一ノ宮地区の生活支援協議体、愛称「一ノ宮ささえ愛隊」が発足

いたしました。 

市といたしましては、今後の活動が充実するよう、協議体の発

足後も寄り添いながら、地域の課題について共に考え、継続した

活動が展開できるよう支援を行ってまいります。 

他の地域におきましても、生活支援協議体が組織されるよう、

順次懇談会を開催してまいります。 
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次に、健康寿命の延伸に向けた取り組みについて、申し上げま

す。 

平成３０年３月に金沢大学との共同研究による、「汁物の塩分

濃度調査」を全世帯対象に実施したところ、１，２７８世帯から

みそ汁などを提出していただきました。 

調査の結果、平均塩分濃度は、０．５８パーセントとなり、 

標準塩分濃度（０．８～１．０パーセント）と比較して、減塩傾

向であることがわかりました。 

今後、生活習慣病対策として、１２月から翌１月にかけまして、

市内全ての公民館で報告会および健康セミナーを開催し、健康寿

命の延伸に向けた事業を展開してまいります。 

 

次に、子育て支援について、申し上げます。 

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を提供するた

め、平成３１年２月に羽咋すこやかセンター内に「子育て世代包

括支援センター」を設置いたします。 

これにより、医療機関や保健所など関係機関との連携強化を図

るとともに、保健師によるきめ細やかな包括的支援を行うことに

より、安心して子育てができる体制を推進してまいります。 

 

次に、今年度の道路除雪対策について、申し上げます。 

除雪対策につきましては、去る１１月２２日に羽咋市道路除雪

対策会議を開催し、町会関係者や民間除雪協力業者の皆様に対し
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て、ご協力をお願いしたところであります。 

市の除雪計画に基づき、１２月１日から道路除雪対策本部を地

域整備課内に設置し、安全・安心な市民生活の確保に向け対応い

たしております。 

今年度は、除雪初動体制の見直しを行うとともに、大型除雪機

械の配備につきましては、新たに５社の協力業者を追加し、５台

増の４９台体制で対応する予定であります。 

また、狭い道路や歩道用の小型除雪機につきましては、今年度

４台を補充し、合計３０台としており、町会に貸し出しするなど、

市民の皆様のご協力を得ながら道路交通の確保に努めてまいりた

いと考えております。 

 

以上申し述べまして、提出案件の説明に入ります。 

今議会に提出いたしました案件は、予算案５件、条例案１件、

その他４件、報告５件の合計１５件であります。 

 

議案第４９号 平成３０年度羽咋市一般会計補正予算第５号

についてご説明いたします。 

今回の補正のうち、歳出の主な内容は、小中学校冷房設備整備

に伴う増額補正をはじめ、ふるさと納税寄附金の増額見込みに伴

う、返礼品等の増額補正などであります。 

また、公債費の後年度負担の軽減を図るため、市債の繰上償還

に係る費用を計上いたしました。 
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歳入では、ふるさと納税寄附金の増額や、小中学校冷房設備対

応に伴う国からの交付金をはじめ、各種事業に伴う国県支出金の

増額、繰上償還に伴う減債基金からの繰り入れなどが主なもので

あります。 

これにより、歳入歳出それぞれ４億８，５２３万４千円を追加

し、予算総額を１０９億０，８４８万８千円に定めようとするも

のであります。 

  

議案第５０号 平成３０年度羽咋市国民健康保険特別会計補

正予算第２号につきましては、人事異動による人件費の増額補正

であり、歳入歳出それぞれ１１１万１千円を追加し、予算総額を

２５億７，６６７万７千円に定めようとするものであります。 

 

議案第５１号 平成３０年度羽咋市介護保険特別会計補正予

算第２号につきましては、人事異動による人件費の増額補正であ

り、歳入歳出それぞれ８６５万７千円を追加し、予算総額を２８

億０，１５６万８千円に定めようとするものであります。 

 

議案第５２号 平成３０年度羽咋市水道事業会計補正予算第

２号につきましては、人事異動による人件費の増額が主なもので

あり、収益的支出で２４０万円を増額し、予算総額を 

５億８，１００万円に、資本的支出で９０万円を減額し、予算総

額を２億９，２４０万円に定めようとするものであります。 
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議案第５３号 平成３０年度羽咋市下水道事業会計補正予算

第２号につきましては、人事異動による人件費の減額が主なもの

であり、収益的支出で２１０万円を減額し、予算総額を 

８億４，０８０万円に定めようとするものであります。 

 

議案第５４号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部改

正につきましては、人事院勧告にもとづく国家公務員の一般職、

特別職の給与法の改正に準じて、本条例の改正を行おうとするも

のであります。 

今回の主な改正は、一般職の給料表を平均０．２パーセント引

き上げ、一般職の勤勉手当および特別職の期末手当の支給月数を

０．０５か月引き上げようとするものであります。 

 

議案第５５号 羽咋市立千里浜児童センターの指定管理者の

指定につきましては、指定管理期間が平成３０年度末で終了する

ことから、事業者を公募し、選定委員会で審査した結果、「学校法

人羽咋白百合学院」が指定管理者として適任であるとの報告をい

ただきました。 

この結果を受けて、同法人を指定管理者といたしたく、地方自

治法の規定に基づき、議会の議決をお願いするものであります。 

 

議案第５６号 羽咋市ファミリーランド等の指定管理者の指

定につきましては、指定管理期間が平成３０年度末で終了するこ
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とから、事業者を公募し、選定委員会で審査した結果、「特定非営

利活動法人日本中国朱鷺保護協会」が指定管理者として適任であ

るとの報告をいただきました。 

この結果を受けて、同法人を指定管理者といたしたく、地方自

治法の規定に基づき、議会の議決をお願いするものであります。 

 

議案第５７号 ユーフォリア千里浜の指定管理者の指定につ

きましては、指定管理期間が平成３０年度末で終了することから、

事業者を公募し、選定委員会で審査した結果、「有限会社プロジェ

クトドゥ」が指定管理者として適任であるとの報告をいただきま

した。 

この結果を受けて、同社を指定管理者といたしたく、地方自治

法の規定に基づき、議会の議決をお願いするものであります。 

 

議案第５８号 羽咋市過疎地域自立促進計画の一部変更につ

きましては、地元産品を使った商品の販売および流通のための物

流拠点整備や、安全・安心な保育環境整備に向けて、老朽化した

認定こども園の施設改修を実施するにあたり、過疎地域自立促進

計画の変更が必要となったため、過疎地域自立促進特別措置法に

基づき、議会の議決をお願いするものであります。 

 

報告第２０号 損害賠償額の決定の専決処分の報告につきま

しては、上白瀬町地内において、８月３１日の豪雨で市道邑知 
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６８号線が陥没したことにより、車両が損傷したことに伴う損害

賠償額が決定したので、地方自治法の規定により報告するもので

あります。 

 

報告第２１号 損害賠償額の決定の専決処分の報告につきま

しては、市の広報物に使用したイラストが、著作権のあるイラス

トに類似しており、著作権法に抵触していたことが判明したこと

に係る損害賠償金額が決定したので、地方自治法の規定により報

告するものであります。 

 

報告第２２号 損害賠償額の決定の専決処分の報告につきま

しては、台風２１号の暴風により、羽咋市民体育館の南側大屋根

の一部が飛散し、車両を損傷させたことに伴う損害賠償額が決定

したので、地方自治法の規定により報告するものであります。 

 

報告第２３号 損害賠償額の決定の専決処分の報告につきま

しては、台風２１号の暴風により、羽咋市民体育館の南側大屋根

の一部が飛散し、家屋を損傷させたことに伴う損害賠償額が決定

したので、地方自治法の規定により報告するものであります。 

 

報告第２４号 平成３０年度羽咋市一般会計補正予算第４号

の専決処分の報告につきましては、去る８月の豪雨および９月の

台風による農地等の災害復旧にかかる増額補正や、小中学校冷房
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設備の早急な整備に向けた、実施設計委託料の追加補正の専決処

分を行ったことにより報告するものであります。 

これにより、歳入歳出それぞれ１，９０３万５千円を追加し、

予算総額を１０４億２，３２５万４千円に定めたものであります。 

 

以上をもちまして、提出いたしました全案件の説明を終わりま

す。 

 

詳細につきましては、質疑、質問あるいは各常任委員会におい

て説明いたしたいと存じます。 

何とぞ、よろしくご審議の上、適切なるご決議を賜りますよう

お願い申し上げます。 


